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【世帯数】     814世帯 

【人 口】 男  904人 

女  960人 

 合計 1,864人 

（令和５年３月３１日現在） 

令和５年５月号 

 ➀ 

夢
と
希
望
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
て 

 

～
東
陽
小
・
中
学
校
で
入
学
式
～ 

 

４
月
11
日
（
火
）
、
東
陽
小
・
中
学
校
で
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

東
陽
小
学
校
で
は
、
新
１
年
生
７
名
が
保
護
者
や

先
生
の
暖
か
い
拍
手
に
迎
え
ら
れ
、
式
典
会
場
に
入

場
し
ま
し
た
。
村
上
茂
弘
校
長
が
「
皆
さ
ん
の
笑
顔

の
花
を
い
っ
ぱ
い
咲
か
せ
て
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
る
と
、
子
ど
も

た
ち
は
「
は
い
」
と
か
わ
い
く
返
事
を
し
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
行
わ
れ
た
東
陽
中
学
校
の
入
学
式
で

は
、
13

名
の
新
１
年
生
が
中
学
校
生
活
の
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。
在
校
生
代
表
の
浦
田
若
奈
さ
ん
の

「
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
事
を
学
び
、
様
々
な
活
動

を
経
験
し
て
充
実
し
た
３
年
間
に
し
て
下
さ
い
」
と

の
歓
迎
の
言
葉
に
、
新
入
生
代
表
の
田
中
希
さ
ん

は
、
「
自
分
た
ち
か
ら
様
々
な
活
動
に
取
り
組
み
、

み
ん
な
と
力
を
合
わ
せ
て
充
実
し
た
中
学
校
生
活
に

す
る
」
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。 

 

令
和
５
年
度
東
陽
方
面
隊
の
組
織
体
制
を
紹
介

し
ま
す
。 

 
今
年
度
も
水
本
貴
方
面
隊
長
の
指
揮
の
下
、
98

名
の
団
員
が
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
べ

く
、
予
防
消
防
活
動
や
各
種
訓
練
に
取
り
組
み
、

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
活
動
さ
れ
ま

す
。 近

年
、
消
防
団
員
が
減
少
し
て
い
ま
す
。 

東
陽
地
域
の
防
災
体
制
を
維
持
し
て
い
く
上
で

消
防
団
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。 

八
代
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18

歳
以
上
の

方
で
あ
れ
ば
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。 

 

入
団
を
希
望
さ
れ
る
方
、
ま
た
情
報
提
供
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

 
 

 
 

地
域
振
興
課
総
務
振
興
係 

65

２
１
１
１ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

私
た
ち
が
東
陽
町
を
守
り
ま
す  

東陽方面隊長 水本 貴 

副隊長 前田 賢治 

指導員 石田 健一 

本部分団長  橋本 博之 

第１分団長  堺  優一 

第２分団長 白石 弘実 

第３分団長  松崎 隆弘 

第４分団長 俣島 修一 

東陽方面隊幹部三役及び分団長 
          【敬称略】 

東
陽
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会 

 
 
 

～
体
験
イ
ベ
ン
ト
～ 

 

４
月
16

日
（
日
）、
黒
渕
河
川
自
然
公
園
の
竹

林
で
竹
の
子
堀
り
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
約
30

人
は
、
木
漏
れ
日
の
中
、

収
穫
し
た
竹
の
子
を
袋
一
杯
に
詰
め
て
自
然
と
触

れ
合
い
ま
し
た
。
収
穫
後
は
、
坂
よ
り
上
公
民
館

へ
移
動
し
、
竹
の
子
調
理
研
修
や
食
の
名
人
堺
ミ

ネ
子
さ
ん
の
手
作
り
弁
当
に
舌
鼓
を
打
ち
、
東
陽

町
の
春
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

 

多
目
的
ホ
ー
ル
に
め
が
ね
橋
の
石
の
積
み
方
体

験
模
型
、
干
拓
（
大
鞘
樋
門
）
ジ
オ
ラ
マ
、
解
説

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
展
示
し
ま
し
た
。 

 

石
匠
館
情
報 

～
日
本
遺
産
「
石
工
の
郷 

八
代
」に
関
す
る
展
示
物
～ 



５月１０日（水）納期限のもの 

◆農業集落排水使用料  ４月（３月使用分） 

◆浄 化 槽 使 用 料  ４月（３月使用分） 

５月３１日（水）納期限のもの 

◆固 定 資 産 税               １期 

◆軽 自 動 車 税               全期 

◆国民健康保険税         ２期 

◆介 護 保 険 料     ２期 

◆簡易水道使用料             ５月（４月使用分） 

◆後期高齢者医療保険料  随期 

※口座振替をご利用の方は、事前に口座の残高を 

お確かめください。 

※納付が遅れる場合は、必ず地域振興課までご連絡、 

ご相談ください。 

【問合せ先】  

 地域振興課市民福祉係  65-2113 

大雨や洪水警報などの気象警報が発令され

た場合は、支所職員が２４時間体制で待機し

ています。道路への土砂流出や風倒木、住宅

への浸水など、災害やその他異常事態が発生

しましたら、すぐに連絡をお願いします。 

【問合せ先】 

地域振興課総務振興係65-2111 

■ 東陽支所勤務者人事異動 ： みなさんよろしくお願いします。 

転入者 配属先 転出者

大谷 栄樹 地域振興課 蓑星 博之 農地整備課 

井上 健太 産業建設課 柿本 光明 農業委員会事務局 

黒田 龍司 地域振興課総務振興係  押方 保樹 秘書広報課 

黒田 圭子 地域振興課市民福祉係 小山 貴晴 農業委員会事務局 

小森 高志 地域振興課市民福祉係 上村 英司 鏡支所産業建設課 

平野 斗希 新採：産業建設課建設係 坂崎 伸治 退職：東陽支所地域振興課 

坂崎 伸治 再任：地域振興課市民福祉係   

濱田 克一 再任：地域振興課総務振興係   

No. 避 難 所 施 設 名 

1 
 東陽コミュニティセンター 及び 

 スポーツセンター 

2 
 八代市定住センター 及び 

 東陽交流センター「せせらぎ」 

3  東陽小学校（体育館） 

4  東陽地域福祉保健センター 

◆ 開設する場合は、「防災アプリ」「戸別受

信機」「東陽校区住民安心メール」等でお

知らせします。 

◆ 避難される際は、マスク、体温計、水、食

料や寝具などを持参して、明るいうちに避

難してください。 

◆ 各避難所には、市職員が常駐し対応します

ので指示に従い行動してください。 

※上記の避難所とは別の場所（地区公民館等）

に避難されることについては、各個人や各地区

の判断によるものであり、強制または妨げるこ

とはありません。 

 普段から、避難具の準備や避難経路などを確

認・把握し、非常時に落ち着いた行動がとれる

ように心がけましょう。 

  ■無料人権相談・行政相談所を開設します 

   人権相談委員・行政相談員が悩みごとや心配事の 

相談をお受けします。相談は無料です。 

    ※ 秘密は堅く守られます。   

 ■日にち 令和５年６月１日（木）    

 ■時 間 午前１０時～午後３時 

 ■場 所 東陽定住センター 

【問合せ先】 地域振興課市民福祉係 65-2113 

  こんなことでお困りの方はお気軽にどうぞ。 

  いじめ、体罰、相続、家庭内・隣近所との 

 トラブル、障がい者差別・部落差別・ 

 外国人差別、相続、行政に関する相談など 

令和５年度八代市戦没者追悼式について 

  先の大戦における市内戦没者の慰霊行事として 

八代市戦没者追悼式を開催します。 

 期日 令和５年５月２１日（日） 

 時間 午前１０時～（１１時終了予定） 

 場所 八代市役所１階多目的ホール 
【問合せ先】 健康福祉政策課 TEL 33-4003 

  ■東陽支所管内の避難所について 

  ■気象警報発令時の支所対応について 

  ■市税等の納期について 


